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0 歳児のロコモーション発達と環境（1）
―保育園におけるH児の観察から―
伊藤　美保子※ 1　宗高　弘子※ 2　西　隆太朗※ 1
Locomotion Development and Environment (1): Observation of an Infant
in the Nursery School
Mihoko Ito, Hiroko Munetaka and Ryutaro Nishi
　This paper explores how specialized childcare and environment facilitates the 
locomotion development of an infant. To this aim, an infant in a nursery school was 
observed by video for 7 months until he began to stand on his own. Various stages 
of locomotion development were examined from the viewpoint of both physical 
environment and human environment based on the case observation. This led to 
show the important role of childcare in the nursery school in the area of locomotion 
development.
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1．研究目的
　ヒトは生理的早産で生まれてくる、と
言われている 1）。誕生後、しばらくは大人
の援助なしでは、移動することもできない
が、約 1 歳 6 か月までに、寝返り、はいは
い、つかまり立ち、伝い歩き、一人立ち、
二足歩行へと目覚ましい発達を獲得してい
く 2）。とくにこうした人生の出発点と言う
べき時期において、育児に携わる大人は、
乳児の発達段階をよく理解し、環境を整え、
援助していくことが重要である。
　現代においては、核家族化、生活様式の
変化に伴い、家庭での 0 歳児保育の在り方
にさまざまな課題が指摘されている。これ
に対して、乳幼児を預かっている保育園で
の保育は、子どもの発達を保育の中心に据
え、子ども一人一人を大切にした専門家に
よる援助がなされている点で、家庭とはさ
まざまな違いがあるのは周知のことであ
る 3）。このような専門的援助は、現代の家
庭への子育て支援に活きるものであり、そ
の専門性をさらに高めていくことが求めら
れている。
　保育園による専門的援助は、人間の成長
にかかわるあらゆる領域に及ぶものである
が、本研究ではその中でも乳児の移動運動、
ロコモーションの発達に着目した。現代の
住宅状況などを考えてみても、ロコモーショ
ン発達は、保育士の専門的援助が、とくに
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環境面を含めて、活かされる領域である。
　乳児のロコモーション発達は、たいへん
個人差の多い領域である。保育士による援
助を具体的に考えるうえでは、事例研究が
有用だと考えられる。しかし、これまでの
ロコモーション発達に関する事例研究に
は、家庭における 0 歳児からの縦断的研究
は見られるものの4）5）、保育園での報告は
きわめて少ない。
　本研究では保育園での 0 歳児のロコモー
ション発達に着目し、どのような環境と保
育士の援助がなされているかを H 児の映
像と記録から読み取り、考察することを目
的とした。
2．研究方法
（1）研究の場と対象
　本研究では、S 保育園 0 歳児クラスの H
児を対象とし、とくにロコモーション発達
に焦点を当てた観察をおこなった。
　S 保育園は担当制の保育をおこなってお
り、特定の大人との安定した関係を保証
するため、Y 保育士が H 児の育児を行い
家庭との連携を密にしている。そのうえ
で、遊びの場面では他の保育士も H 児と
関わっている。
　H 児は X 年 11 月初旬生まれの男児であ
り、生後 5 ヵ月で入所した。観察の時点で、
第 1 子であり、きょうだいはいない。
（2）研究期間
　X+1 年 4 月〜 10 月に、週 1 回、午前中
の約 1 時間、0 歳児クラスを訪れて観察を
おこなった。これは、ちょうど H 児が入
所時から半年間をかけて、一人でしっかり
と立つようになるまでの期間であった。
（3）研究内容
　保育園の 0 歳児クラスにて、筆者らが参与
観察をおこなった。記録については、ビデオ撮
影を行い、観察メモを取った。また、担当保育
士の個人記録簿を参考にさせていただいた。
（4）倫理的配慮
　園長を通して保護者に、本研究の主旨を
十分に説明し、文書による同意を得た。
3.　事　例
　入所時の 5 ヵ月ごろには、H 児は仰向け
かうつ伏せで遊ぶ状態であった。その後半
年あまりをかけて、一人で立つという、二
足歩行の基礎が見られるようになった。こ
の過程を、「はいはい」に着目して報告する。
この期間に、さまざまな「はいはい」が見
られ、幼い萌芽から高度なものへと変化し
ていったが、それぞれの「はいはい」のは
じまりに注目し、H 児の動きとその時の環
境、保育士の関わり方をできるだけ具体的
に示すこととした。
　それぞれの「はいはい」がはじめて見ら
れたころを取り上げ、段階を追って、写真
とともに以下に記述する。もちろんこの記
録は、筆者らが定期的な観察に訪れた際の
ものなので、厳密に「はじめてできた瞬間」
とは限らないが、おおむね H 児の発達の
流れを示していると考えられる。
　写真には撮影した日を付記し、一つのま
とまった動作の様子を、必要に応じて連続
した写真で示した。また、すべてを写真に
おさめられたわけではないので、場合に
よっては観察記録と写真の日時が若干ずれ
ていることがある。
【寝返り】　5 ヵ月半ば
　入園間もないこの時期、H 児は、うつ伏
せになり、お腹を中心にして右側、左側に
ピボットターンして自由に方向を変えるこ
とができるようになっている。もうすぐ「は
いはい」が始まる直前であることがうかが
われる。
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　それまでは仰向けかうつ伏せで遊んでい
た H 児だったが、この日はじめて、部屋
の中央にある敷物の上で、保育士がおも
ちゃで興味を促したのに惹かれ、顔を横に
向け、骨盤から順次肩を回し、首、頭は肩
とともに回転する、寝返りができるように
なっている（写真 1 〜 3）。
　さらに 6 ヵ月に入るころは、自分から右
側、左側に何回も寝返りできるようになり、
そのことを楽しんでいるようであった。そ
うしたひねりの時期は、回転期として、歩
行自立に向けて大切な前提条件であると言
われている。6）
【ずりばい】　6 ヵ月半ば〜 7 ヵ月
　保育士が「H ちゃん」と声をかけながら
おもちゃを差し出すと、それを取ろうとし
て、右手を伸ばし、両足を曲げ、右足の内
側でじゅうたんを蹴って、ほんの少し前に
進むことができた。保育士は H 児を抱き
上げて、できたことを一緒に喜んだ。
　このことをきっかけに、盛んに「ずりば
い」を試みるようになった（写真 2）。
「ずりばい」ができるようになった H 児。
好奇心旺盛で行動力があり、保育士が「H
ちゃん」と呼びかけると、喜んで近づいて
いく。先のように片手ではなく、両手を同
時に前に出し、両足で床を蹴るタイプの「ず
りばい」が盛んになった。広くて安全な床
の上で、「はいはい」の距離とスピードが
増していく日々であり、身体を自由に移動
できるということへの、喜びや楽しさが伝
わってくる（写真 6・7）。
　保育士は H 児の発達に沿って、広い床
スペースはもちろん、マットで低い段差を
用意して、H 児の意欲を促し、できると抱
き上げて喜びを共有している。
写真 1～ 3　寝返り（4 月 28 日）
写真 4・5　ずりばい（5 月 26 日）
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【四つばい】　7 ヶ月半〜
　保育士が「H ちゃんおいで！」と手を差
し伸べると、H 児は保育士に向かって「四
つばい」で近づいていく様子が見られた。
左足―右手―右足―左手という順序の、前
方交差型と言われる「はいはい」ができる
ようになっている（写真 8・9）。7）
　これ以後、一人でしっかりと立つまでの 4 ヶ
月の間、部屋の中の移動は、ほとんど「四つ
ばい」であった。自分の思いのままに長い距
離をものともせず移動し、斜面を登り降りし、
ボールがたくさん入ったプール状の箱に入っ
たり出たりすることもできるようになった。
　このころ保育士は、部屋の一角にマッ
トで少し高低差のある場所を造り、また、
斜面になったクッションマット（写真 10）
や木製トンネルや（写真 11）で、より高
度な「はいはい」に挑戦できるよう環境を
整えていた。保育士は H 児の名前を呼び、
傍らで一緒に「はいはい」の動作をして見
せ、できると褒め、一緒に喜んでいる。
　H 児は、クラスの友だちに興味を持ち、自
らかかわろうとするようになってきた。大人と
の関係に支えられながら、自ら人とかかわる
力が目に見えて表れるようになってきている。
　保育士は、H 児の発達や好奇心に沿った
共感的なかかわりを通して、さまざまな環
境を用意することで、H 児の行動力を満足
させながら発達を促している。保育園なら
ではの発達援助が豊かに発揮されている場
面ではないだろうか。
写真 6・7　ずりばい（6 月 9 日）
写真 8・9　四つばい（6 月 23 日）
写真 10　クッションマット（6 月 28 日）
写真 11　木製トンネル（7 月 14 日）
18
【つかまり立ち】　8 ヵ月〜
　部屋を仕切る柵など、部屋の中にあるさ
まざまな環境を利用して、つかまり立ちが
できるようになった。保育士の手作りで、
安定感のある椅子を使ってのつかまり立ち
の場面では、しゃがむ、立つの繰り返しが
見られる（写真 12・13）。遊具や道具ばか
りでなく、大好きな保育士につかまって立
ち上がることも、たびたび見られた。
写真 12・13　椅子でつかまり立ち（7 月 14 日）
「四つばい」で移動したあと、壁面の遊具
にたどり着いて一人で座ることもできるよ
うになった（写真 14）。「つかまり立ち」や
「伝い歩き」の中に、しゃがむ動作が同時に
取り入れられるようになってきている。
　いろんな楽しみ方ができるおもちゃのつ
いた、木製の複合遊具でも、「つかまり立ち」
をするようになった。この場面では、ちょ
うど向こうにいた保育士が振り返ったのと
目が合い、たがいに笑顔で手を振りあって
いる（写真 15）。「つかまり立ち」をする
ことで視野が広がり、少し離れたとしても
たがいに喜びあえるというように、人間関
係も広がりのあるものになっている。
　手作りの押し箱につかまって足を踏み出
したり（写真 16）、「はいはい」で通り抜け
ていた木製トンネルにつかまり立ちをする
ようになったり（写真 17）、保育士が用意
したさまざまな環境を H 児はうまく活用し
ている。木製トンネルのように、一つの環
境やおもちゃであっても、子どもの発達に
即して異なった役割を果たすことが分かる。
子どもたちも自分が伸びゆくのにふさわし
い形で、環境やおもちゃを使いこなしてい
く。こうした多彩な環境が用意されている
のも、保育園ならではの配慮だと言える。
写真14　はっていってから座る（7 月 19 日）
写真15　木製の複合遊具（7 月 26 日）
写真16　手作りの押し箱（8 月 16 日）
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【伝い歩き】　10 ヵ月〜
　ベランダの柵や木製トンネルを使い、「伝
い歩き」ができるようになり、爪先立ちでし
ばらく遊べるようになった。下記の写真では、
友人も H 児の「伝い歩き」を支えるのに、知
らず知らず一役買っている（写真 18 〜 20）。
子どもが集団で育ちゆくときには、このよう
に、意図せざる発達の促しあいも起こる。
【高ばい】　9 ヵ月〜
　つかまり立ちが始まるようになって、H
児は目線の高低を経験するようになった。
急いで移動したいときには、「四つばい」
と「高ばい」を組み合わせることも出てき
た（写真 21）。やがて 9 ヵ月になると、自
由な「はいはい」に、「つかまり立ち」、「伝
い歩き」、「しゃがむ」などの動作を組み合
わせ、移動することが多くなった。
「はいはい」が上手になることで、長い距
離も楽しそうに、ある時は、片手におもちゃ
を持ったまま、どんどん這って移動するよ
うになってきている。
【一人で立つ】　11 ヵ月半ば〜
　このころの H 児は、一気に部屋からベ
ランダまで「四つばい」で移動し、休む間
もなくテラスにある斜面のクッション巧技
台を登り降りするなどして、絶えず体を動
かしている。部屋の中では「つかまり立ち」
で棚のおもちゃを次々と出していたかと思
うと、絵本のコーナーにどんどん「四つば
い」で移動する。
　次の場面は、窓のサッシを利用して「つ
かまり立ち」をしたところから、手を離す
ことに自ら挑戦し、「一人で立つ」ことが
できた瞬間である。これまでにも、つかま
り立ちから座るまでの間のふとした短い瞬
間に、手で何かを持つことなく立つことが、
写真17　木製トンネル（8 月 18 日）
写真18～ 20　伝い歩き（9 月 6 日）
写真21　高ばい（10 月 13 日）
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一連の動きの経過のようにしてできたこと
もあったが、この場面では、H 児自身が手
を離して立つ意志を持って挑戦している。
　立つことができた喜びに、誇らしげに手
を上げて、H 児は気持ちをまわりの大人た
ちに伝えてくれる。数秒してしゃがむが、お
尻はついておらず、しっかりと腰を下ろして
いく力があることが分かる（写真 22 〜 24）。
4.　考　察
　H 児の「はいはい」に主に焦点をあて、
ロコモーションの発達過程の事例観察を示
してきた。
　H 児には、すくすくと順調な発達を見せ
てくれる中、常に好奇心旺盛な目であたり
を見回し、次々と新しい移動運動に挑戦し、
繰り返しながら動作を獲得していく姿に感
動させられることが多かった。「はいはい」
が毎日のように上達する様子が見られ、立
つことへの挑戦と並行して、「はいはい」
を自由自在に移動の手段として、自らしよ
うとする場面も印象的であった。
　H 児について、これまで個々の場面を取
り上げてきたが、各段階を通して言えるこ
ととしては、「はいはい」の最初の段階か
ら上手な「はいはい」に至るまで、足の親
指で蹴って前進する様子が観察されたとい
うことがある。このことは、その後の歩行
でおこなわれる、足指の蹴りによる前進へ
とつながっていくものと思われる。「はい
はい」の発達は、子どもによって、環境に
よって、多様であることが指摘されている
が 8）、H 児の場合は彼の持つ身体的な力が、
保育園という環境の中で、このような形で
発揮され、次の発達へとつながっていくも
のと思われる。
　保育園における発達援助の専門性につい
ても、事例から具体的に読み取ることがで
きた。そこには、一般的な家庭等とは異な
る専門性が見られる。保育園は、子どもの
育ちのために整えられた環境であるという
点もさることながら、保育者の配慮のあり
方も異なっている。
　たとえば、先に触れた篠崎の研究 4）5）
は、ロコモーション発達についておこなわ
れた数少ない縦断的事例研究である。観察
の対象は篠崎家に生まれた男児であり、し
たがって家庭におけるロコモーション発達写真22～ 24　一人で立つ（10 月 20 日）
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が記述されているのだが、そこにはまわり
の養育者による援助への言及がほとんどな
い。養育者が登場する数少ない場面の中で、
歩きはじめたときのことは、次のように描
かれている。「わたしの膝に手を支えて立っ
ていたが、偶然に膝から手がはなれ、わた
しが後退したのでこれにつかまろうとして
左→右→左と三歩歩いてしりもちをついた
のである」5）（p. 117−118）。家庭でのロコ
モーション発達では、こうした偶発的な機
会に発達の変化が現れることが多いと考え
られる。養育者は深い想いを胸に子どもを
育てているが、とりたててロコモーション
発達のために何らかの援助をおこなった
り、それを意識化しているわけでもないこ
とが多いであろう。
　もちろん保育園においても、子ども達は
偶然を自分の力で活かしながら発達してい
くものではあるが、そこに保育者の意図的
な配慮がかかわっている。それは、必ずし
も意識化されて言葉で語られるとは限らな
いが、保育者の実践知の中に埋め込まれ、
自然な形で日々の保育の中に活かされてい
る。本研究では、こうした言葉化されてい
ない実践知の一端を、それぞれの場面にお
いて、写真とともに明らかにしてきた。
　それによって、保育園という場所が、物
的環境においても、人的環境においても、
0 歳児のロコモーション発達をどのように
支えているかが示された。
　物的環境においては、子どもたちが思う
存分に「はいはい」をし、活動できるよう、
広くて安全な空間が確保されている。ま
た、おもちゃなども発達に即したものが用
意され、子どもの主体的な興味を惹くもの
として、そのときのその子の状況に応じて
提示されている。おもちゃや道具、環境に
ついては、子どもの発達が新たに一歩進む
ごとに、新たな遊び方、活かし方を子ども
自身が自然と見いだしていくものとなって
おり、時期に応じてふさわしい役割を果た
していることも見いだされた。
　人的環境においては、保育士が発達を踏
まえた環境を整えながら、H 児を温かく見
守り、発達に応じた声かけ・働きかけをお
こなっていた。「ずりばい」や「四つばい」
が初めてできたときは、H 児を抱き上げ、
自分のことのように一緒に喜んでいた。「は
いはい」を促すときなどには、保育士自身
が一緒に同じ動作をしたり、「ここまでお
いで」と受け止めることが、より一層 H
児の動きや気持ちを引き出していたことも
読み取れた。物的環境はもちろんのこと、
信頼関係を持つ傍らにいてくれる大人の存
在も、大きな環境と言えるであろう。
　今後も H 児の観察を続け、立つことか
ら歩くことへと移行していく状況を、物的・
人的環境、まわりの子どもたちとのかかわ
りや、H 児の思いを汲みながら、分析・考
察していくこととする。
（なお本論文は、第 65 回日本保育学会（東
京 , 2012）において発表したものに、加筆・
修正してまとめたものである。）
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